
研究するってどういうこと？
知床ネイチャーキャンパスpresentsオンライントークセッション

公益財団法⼈知床⾃然⼤学院⼤学設⽴財団は、知床を

フィールドに研究を⾏ってきた若⼿研究者３名をスピー

カーに迎え、知床ネイチャーキャンパスpresentsオンラ

イントークセッションを開催しました。３回⽬の開催で、

全国各地の65名が参加しました。

スピーカー：

・⽩根  ゆりさん

（北海道⽴総合研究機構 研究職員）
・鈴⽊  紅葉さん

（東京⼤学先端科学技術研究センター 特任研究員）
・船⽊  ⼤資さん

（知床⾃然⼤学院⼤学設⽴財団研究員
筑波⼤学⼤学院 博⼠後期課程）

進⾏：⽵川  智恵

（知床⾃然⼤学院⼤学設⽴財団事務局）

参加者：65名

北海道、宮城県、東京都、千

葉県、滋賀県、⼤阪府、京都

府、⿃取県、⻑崎県、沖縄県

など全国各地のほか、韓国、

ドイツからもご参加いただき

ました。
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〜知床をフィールドにする研究者たち〜

⽇ 時：2024年2⽉3⽇（⼟）

14:00〜16:00

⽅ 法：オンライン（Zoomによる）



スピーカー紹介（敬称略）

プログラム

⽩根 ゆり

東京⼤学先端科学技術研究
センター特任研究員。東
京都出⾝。2014年に東京農
⼯⼤学⼊学後、2016年2⽉
に知床財団にて冬のイン
ターンを経験。2018年の横
浜国⽴⼤学⼤学院⼊学後か
ら現在まで、知床にて研究
活動を実施。フィールド
ワーク、リモートセンシン
グ、森林動態モデルにより、
環境変動（⾃然撹乱）が森
林の組成や構造に与える影
響を評価している。2023年
に横浜国⽴⼤学⼤学院にて
博⼠（環境学）を取得し、
現職。

鈴⽊ 紅葉 船⽊ ⼤資

2024年2⽉3⽇（⼟） 14:00〜16:00

14:00〜14:05 
14:05〜14:25
14:25〜14:45
14:45〜15:05  
15:05〜15:50  
15:50〜16:00
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主催者あいさつ（事務局）
トーク１ ⽩根  ゆりさん
トーク２ 鈴⽊  紅葉さん
トーク３ 船⽊  ⼤資さん
３⼈での意⾒交換（進⾏：事務局・⽵川智恵）
主催者あいさつ（中川元・当財団業務執⾏理事）

北海道⽴総合研究機構エネ
ルギー・環境・地質研究所
⾃然環境部 研究職員。兵
庫県宝塚市出⾝、2011年北
海道⼤学⼊学。2015年から、
ヒグマの⽣態研究のため札
幌と知床を往復する⽇々を
送る。知床で約1,500個の
ヒグマ糞に出会い、内容物
を分析した。2021年に北海
道⼤学⼤学院獣医学院博⼠
課程を修了し、現職。現在
は、遺伝⼦分析を⽤いて農
地や市街地に出没するヒグ
マの研究に取り組む。

筑波⼤学⼤学院博⼠後期課
程（世界⽂化遺産学専攻）、
知床⾃然⼤学院⼤学設⽴財
団研究員。1991年、秋⽥県
出⾝。博⼠前期課程から知
床世界⾃然遺産を対象に研
究を開始し、同財団事業
「知床ネイチャーキャンパ
ス」に参加した縁で2021年
斜⾥町へと移住。同財団で
働きながら研究を継続する
⽣活を送っている。現在の
研究テーマは⾃然遺産及び
遺産地域の歴史・記憶。

Shirane  Yuri Suzuki  Kureha Funaki  Daisuke



⽩根さんが学⽣時代におこなった知床のヒグ
マのヘアトラップ調査や⾷性調査の成果に加
えて、その調査に関わる滞在時の経験につい
てもお話しいただきました。⽩根さんが北海
道に来たきっかけは写真家の星野道夫の本
だったそうです。はじめからヒグマの研究を
するつもりだったわけではなく、のちになっ
てヒグマとヒトが共に⽣きる⽅法を⾒つける
ために研究を決意したとのこと。⽩根さんは
研究を「⾃分がいかに『わかっていないか』
を⾃覚すること」だと考えていらっしゃるそ
うで、参加者からも勉強になったという反応
が寄せられました。

トーク１ ⽩根  ゆりさん トーク２ 鈴⽊  紅葉さん

トーク３ 船⽊  ⼤資さん

知床での⼈々の暮らしの歴史、そしてそれを伝える活動について研究するとともに、当財団で「知床
ネイチャーキャンパス」の企画などを担当している船⽊さん。⼤学院の研究だけでなく、知床での仕
事の内容や、地域の⼈々の「歴史する」活動への参加の経験などもお話しいただきました。仕事と研
究が好ましい循環関係にあるという⼀⽅、研究に⼗分に時間を割くことができないといった⼤変さも
あるとのこと。船⽊さんにとって研究とは、「⽣活と密接にあり、⾯⽩かろうが⾟かろうが常にそこ
にあるもの」だそうで、「知床で暮らし、うごくことそのもの」と表現していました。

トークセッション
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修⼠課程から現在まで知床での森林再⽣を主
な研究テーマとしている鈴⽊さん。「知床
100平⽅メートル運動」は国際的にも先進的
な取り組みであるとのことで、ご⾃⾝の研究
を紹介していただくとともに、運動の魅⼒も
たっぷり語っていただきました。「⾃然撹乱
が⼤好き」な鈴⽊さんであっても、研究の計
画から発表までのプロセスでは苦労すること
も少なくないそうです。鈴⽊さんにとって研
究とは「『知的好奇⼼』のパズルと『社会課
題解決の⽷⼝』のパズルを組み合わせるこ
と」だそうで、これからも知床で研究してい
きたい、という決意を表明していただけまし
た。

簡単なアイスブレイキングをおこなったあと、
参加者とスピーカーとの意⾒交換や交流を⾏
いました。チャットには多くのコメントが寄
せられ、⽣の声が聞けて⾯⽩かったという声、
40年前に知床で調査をされていたという⽅
からのスピーカーへの応援メッセージ、進路
に悩んでいたが勇気をもらえた・参考になっ
たという学⽣の⽅々からのコメントなど、
様々なものがありました。

最後に各スピーカーから今後の抱負と、これ
から研究者を⽬指す⽅々にメッセージが送ら
れ、トークセッションは終了しました。


